
「お兄ちゃんと仲良く元気に育ってね」

しもかた　　あやめ

平成25年1月14日生
保護者/洋平・瑞恵

下方　絢恵ちゃん（東村上）

はじめまして ・  　 ・   　・

「お兄ちゃんと仲良く元気に育ってね」
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◆ 特集 ◆ 旅立ちの日 ◆ 特集 ◆ 旅立ちの日

《3》 広報によど川 4月号 広報によど川 4月号 《2》

　春
の
陽
気
に
包
ま
れ
る
中
、
町
内
各
校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

  

お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
や
、
慣
れ
親
し
ん
だ
学
び
や
と
別
れ
る

寂
し
さ
に
涙
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら
も
、
四
月
か
ら
始
ま
る
新
生
活

に
夢
を
抱
き
、
保
護
者
や
在
校
生
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
母
校
の

思
い
出
を
胸
に
、
皆
晴
れ
や
か
な
表
情
で
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

吾川中学校　３月15日・10人

吾川中学校

池川中学校

仁淀中学校

池川自然学園

池川中学校　３月15日・10人

仁淀中学校　３月15日・23人

池川自然学園　３月１６日・3人

大崎小学校　３月２０日・１１人

池川小学校　３月２０日・７人

長者小学校　３月２０日・１０人

別府小学校　３月２０日・１２人

卒
業
お
め
で
と
う

母
校
の
思
い
出
胸
に  

晴
れ
や
か
な
旅
立
ち

最後の卒業生

最後の卒園生



《5》 広報によど川 4月号 広報によど川 4月号 《4》

住
民
福
祉
に
重
点
を
置
い
た
編
成

　三
月
定
例
議
会
で
、
町
の
平
成
二

十
五
年
度
当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し

た
。
一
般
会
計
は
六
十
九
億
一
千
三

百
万
円
で
、
平
成
二
十
四
年
度
と
比

べ
る
と
〇
・
七
％
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　本
年
度
の
歳
入
で
は
、
で
き
る
限

り
国
や
県
の
補
助
金
の
活
用
や
有
利

な
起
債
の
発
行
に
よ
り
編
成
し
ま
し

た
が
、
財
源
不
足
を
補
う
た
め
財
政

調
整
基
金
を
三
億
五
千
万
円
取
り
崩

し
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
財
源
確
保
が
大
変
厳

し
い
状
況
で
す
が
、
高
齢
者
福
祉
施

設
の
整
備
、
八
十
歳
以
上
を
対
象
に

し
た
地
域
タ
ク
シ
ー
券
事
業
等
の
福

祉
の
充
実
や
、
町
の
将
来
を
担
う
子

ど
も
の
た
め
の
子
育
て
支
援
の
拡
充

に
重
点
を
置
い
た
予
算
編
成
と
な
っ

て
い
ま
す
。
（
詳
細
は
、
別
途
「
仁
淀

川
町
の
予
算
２
０
１
３
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）

　ま
た
、
国
の
合
併
支
援
措
置
が
完

全
に
終
了
す
る
平
成
三
十
三
年
度
ま

で
本
年
度
を
含
め
て
残
り
八
年
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
間
の
取
り
組
み
に

よ
り
仁
淀
川
町
の
二
十
年
先
、
三
十

年
先
の
将
来
が
決
ま
る
大
変
重
要
な

時
期
で
あ
る
と
共
に
、
将
来
を
見
据

え
た
行
財
政
運
営
を
構
築
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

「町産材の家」を建てよう！増改築も助成対象
新築に最大360万円・増改築は最大175万円（県補助含む）

平成２５年度　一般会計当初予算

69億１千３百万円

借金（起債）１３億円減　貯金（基金）３７億円増
合併後7年間で

補助金の
仕組み

　町では、町産の乾燥材を使用した良質で長持ちし、安心して生活できる木造住宅の建築を促進

し、町産材の需要の拡大、生活環境の向上、地域経済の活性化、定住促進、循環型社会の構築を図

るため「町産材の家」推進・奨励事業を設けています。

対　象：新築または増改築をされる方

要　件：下記の要件にすべて該当する必要があります

①居住用であること　（店舗等の併用住宅の場合も居住部分は対象となります）

②町産材の使用割合等について

 【新築（県事業該当分）】構造材の７０㌫以上　【新築（町単独分）・増改築】０.５㎥以上使用

③申請期限等について

 【新築（県事業該当分）】県の「こうちの木の住まいづくり助成事業」の交付決定日から６０日以内に申請

 【新築（町単独分）・増改築】工事の完了日から６０日以内に申請

助成額：【新築（県事業該当分）】最高２３０万円　【新築（町単独分）・増改築】最高７５万円

申請方法：申請書に必要書類を添付して提出してください

※申請書は町ホームページからダウンロードできます

申請先・問い合わせ：仁淀川町役場企画課　☎３５－１０８２

　起債現在高は、平成２１年度末

から増えていますが、これは合併

特例債を活用した基金造成を平成

２２年度から毎年行っている影響

であり、それを除けば減少してい

ます。（３年間で８.４億円借入

れ）また基金現在高は、７年間で

３６億８千万円増えており、将来

に向けた財源確保を行っていま

す。

○県の補助対象住宅は瑕疵担保責任保険加入住宅が対象です。

 （県事業の問い合わせは高知県木材産業課　☎08 8－8 2 1－4 5 9 2）

県補助金を申請しなければ
町補助金はもらえません

町補助金だけでも
申請できます

健
全
財
政
の
維
持

住
民
福
祉
の
充
実

（単位：億円）

起債現在高
（借金）

基金現在高
（貯金）

※H２４は
　見込み



町
職
員
配
置

町
職
員
配
置

本　庁池川総合支所

仁淀総合支所
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《9》 広報によど川 4月号 広報によど川 4月号 《8》

ひ
ょ
う
た
ん
桜
へ
続
く

　
　
　
　
道
を
き
れいに

獣害に強い集落づくりを目指して大崎小 ６年生タイムカプセル埋める
～イノシシの被害から集落を守ろう 古田集落で侵入防止柵の設置作業実施～

地震に備えて
　　長者自主防災組織が防災訓練

防災意識を高めて被害を最小限に
　　 中村地区で防災訓練を実施

第５回サイエンスツアー ｉｎ ＡＧＡＷＡ

２月２４日　長者自主防災組織が高吾北消防署員

の指導の下、地元消防団や寺野地区の方々の協力

を受け、防災訓練を行いました。

　訓練には地元住民約６０人が参加し、地震を想

定した「リヤカー」による避難訓練や地震災害の

ビデオを見て被害の大きさを再認識しました。

　また、消火器の取り扱い方や緊急時の消防署へ

の連絡方法などについて再確認したあと、長者地

域の食生活改善推進協議会による炊き出し訓練も

行われ、地域で防災意識を高める貴重な１日とな

りました。

３月１０日　中村地区で地元住民約２０人が参加し、

自主防災組織立ち上げ後、初となる防災学習を行い

ました。

　訓練では、地震による多種多様な災害を想定し、

被害を最小限に抑えるために、高吾北消防署員の指

導の下、応急手当・心肺蘇生の実技指導や消火訓練、

炊き出し訓練を行い、防災意識を高めました。

　その後行われた意見交換会では、各家庭での日ご

ろの備えやいざという時の心構えの必要性について

再認識するなど、自主防災組織として災害対策に向

けた大きな１歩を踏み出しました。

２月１７日　稲作が盛んな古田地区でイノシシ防除柵の設置作業が行わ

れました。

　これは、高知県が今年度実施している「野生鳥獣に強い集落づくり事

業」「高知県鳥獣被害防止総合対策整備事業交付金事業」の一環として

実施されたものです。集落では勉強会と視察研修を通じて、集落単位で獣害に対する共通認識と取り組

みについての合意形成を図り、集落内を効率よく囲うイノシシ防除柵を約1㎞設置しました。

　仁淀川町鳥獣害防止対策協議会では、集落ぐるみで獣害に立ち向かっていただくため、出前講座を開

催しています。

　問い合わせ　仁淀川町鳥獣害防止対策協議会事務局（仁淀川町役場産業建設課内）☎３５－１０８３

２月２８日　「タイムカプセル in 吾川じゃ」が吾川

中学校グラウンドで行われ、卒業を間近に控えた大

崎小１０人が、二十歳を迎える自分にあてた手紙や

写真などを詰めたタイムカプセルを吾川中学校グ

ラウンドに埋めました。「吾川笑いの里懇談会（大原

哲夫代表）」の主催で行われ、今年で１８回目。

　片岡副町長や大野教育長が見守る中、児童が楽しみにしていた行事が

行われました。タイムカプセルは、８年後の成人式の日に開封する予定

で、児童は「将来の自分は想像がつかないけど、今思っていること、感

じたことを書きました。８年後が楽しみです」とわくわくした表情で話

していました。

防
除
柵
設
置
作
業
の
様
子

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
前
に

記
念
撮
影

防
空
頭
巾
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
避
難
し
ま
す

参
加
者
は
真
剣
な
表
情
で

訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た

ひ
ょ
う
た
ん
桜
を
バ
ッ
ク
に

全
員
で
記
念
撮
影

２
月
23
日

　青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
吾

川
支
部
主
催
の
下
、
大
崎
か
ら
ひ
ょ
う
た

ん
桜
へ
と
続
く
町
道
大
崎
鹿
森
線
で
環
境

美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
が
行
わ
れ
、
約

六
十
人
が
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　こ
の
活
動
は
桜
の
シ
ー
ズ
ン
前
に
、
花

見
客
に
気
持
ち
よ
く
道
路
を
利
用
し
て
も

ら
お
う
と
、
平
成
五
年
ご
ろ
か
ら
続
け
ら

れ
て
い
る
恒
例
行
事
で
す
。

　こ
の
活
動
に
よ
り
、
年
々
ご
み
は
減
っ

て
お
り
、
環
境
美

化
に
対
す
る
意
識

向
上
も
図
ら
れ
て

い
ま
す
。

　約
二
時
間
の
清

掃
を
終
え
た
後
、

毎
年
ご
協
力
く
だ

さ
っ
て
い
る
商
工

会
婦
人
部
の
皆
さ

ん
が
作
っ
て
く
れ

た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

に
舌
鼓
を
打
ち
、

す
が
す
が
し
い
気

持
ち
で
終
了
し
ま

し
た
。

ご
寄
付
の
お
礼

◇
一
般
寄
付
金

　西
森

　明
利 

様 

（
岩
丸
）

◇
広
報
寄
付
金

　藤
田

　勝 
様

　
　
　
　
　
　（
大
潟
村
東
）

　
　

　ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受

け
し
、
町
行
政
な
ら
び
に
広
報

発
行
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

仁
淀
川
町
役
場

◇
社
会
福
祉
協
議
会

　中
越

　忠
起 

様

　
　
　
　
　（
下
川
渡
上
）

　山
中

　忠
一 

様

　

 

　
　
　（
竹
ノ
谷
）

　　ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受

け
し
、
社
会
福
祉
事
業
に
役
立

た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

仁
淀
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

思
い
出
を
未
来
に
・・

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
が「
仁
淀
川
の
環
境
保
全
」を
支
援

「
四
国
の
水
・
森
に
感
謝
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
収
益
を
寄
付

２
月
13
日

　高
知
県
庁
で
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
『
う

ま
い
！
を
明
日
へ
！
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
四
国
の
水
・
森

に
感
謝
」
第
八
弾
の
寄
付
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
同
社
高
知

支
社
の
小
山
支
社
長
か
ら
仁
淀
川
流
域
七
市
町
村
（
高
知

市
・
土
佐
市
・
い
の
町
・
日
高
村
・
佐
川
町
・
越
知
町
・

仁
淀
川
町
）
で
構
成
す
る
「
仁
淀
川
流
域
交
流
会
議
」
の

会
長
で
あ
る
榎
並
谷
佐
川
町
長
に
寄
付
金
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
対
象
商
品
の
売
り
上
げ
の
一
部
（
ビ
ー
ル
一
本
に
つ
き

一
円
）
を
環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
む
団
体
に
寄
付
す
る
と
い
う
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
の

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
で
す
。
高
知
支
社
で
も
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
だ
け

で
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
社
員
が
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、
地
域
に
密
着

し
た
活
動
を
継
続
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　「
仁
淀
川
流
域
交
流
会
議
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
河
川
清
掃
活
動
や
間
伐
、

広
葉
樹
の
植
樹
、
清
流
保
全
関
連
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
に
関
す

る
活
動
を
、
こ
の
寄
付
金
を
活
用
し
て
さ
ら
に
充
実
・
拡
大
し
て
い
く
予
定
で
す
。

２月１６日　中津渓谷ゆ

の森「多目的ホール」で

「第５回サイエンスツア

ー in AGAWA」が開催

され、会場には約60人

の聴衆が訪れました。

　今回の講師は、兵庫県西はりま天文台天文

科学専門員の鳴沢真也先生と、高知高専教授

の今井一雅先生のお二人で、鳴沢先生は国内に

おける「ＳＥＴＩ（地球外知的生命探査）」の第

一人者として知られており、今回の講演でも自身

の「ＳＥＴＩ研究」についてユーモアを交えなが

ら分かりやすく話してくれました。また、今井先

生は「吾川木星電波観測所での地球外文明探

査の試み」と題し、仁淀川町下名野川にある木

星電波観測所での研究成果のほか、2009年11

月に鳴沢先生の発案で行われた「全国同時ＳＥ

ＴＩ観測」に参加したことなどを楽しくご講演く

ださいました。

　質疑の時間では、熱心な聴衆からたくさんの

質問が飛び出し、盛会のうちに終了しました。

右から小山支社長、榎並谷町長、
高知県林業振興・環境部田村部長



　
　
校
　
歌
　
　
作
詞
　
藤
原
誠
志

　
　
　
　
　
　
　
作
曲
　
真
鍋
伝
一

一
、
黒
森
山
の
　
空
遠
く

　
　
希
望
は
　
高
く
　
遥
か
な
り

　
　
真
理
の
　
道
を
　
一
す
じ
に

　
　
勤
し
み
　
勉
め
　
逞
し
く

　
　
生
命
栄
え
あ
る
　
若
人
の

　
　
輝
く
　
吾
川
中
学
校

二
、
仁
淀
の
流
れ
　
た
ゆ
み
な
く

　
　
学
び
の
窓
を
　
照
ら
す
な
り

　
　
平
和
の
　
誓
い
　
高
ら
か
に

　
　
励
ま
し
合
い
つ
　
睦
び
つ
つ

　
　
わ
が
学
園
を
　
築
き
ゆ
く

　
　
明
る
い
　
吾
川
中
学
校

三
、
も
え
た
つ
緑
　
山
脈
の

　
　
わ
が
故
郷
を
　
啓
か
ん
と

　
　
文
化
の
光
　
受
け
継
ぎ
て

　
　
誇
り
を
　
胸
に
　
肩
を
組
み

　
　
明
日
の
世
界
に
　
羽
ば
た
こ
う

　
　
伸
び
ゆ
く
　
吾
川
中
学
校

《11》 広報によど川 4月号 広報によど川 4月号 《10》

桜
地
区
で
受
け
継
が
れ
る

「
ひ
ょ
う
た
ん
桜
」の
し
め
縄
づ
く
り

１００歳おめでとうございます３７年の歴史と伝統に幕 吾川中学校閉校式典に３００人

21年の歴史に別れ 池川自然学園卒園式・閉園式
３月１６日　平成２５年３月末で閉園が決まった池川自然学園

の卒園式および閉園式が行われ、卒園する中学３年生３人の家

族やOB、地域の方たちが大勢出席しました。

　池川自然学園は、不登校など心に問題を抱える子どもたちを

支え、これまで３９０人を受け入れてきました。

　式では、宇賀孝敏園長から最後の卒園生に修了証書が手渡さ

れ、式辞の中で「皆さんが仁淀川町で過ごした時間は、今後の

生きる糧になると確信しました。『ありがとうございます、ご

めんなさい、よろしくお願いします』の気持ちを胸に、『人、

もの、時間』に向き合ってください」と励ましました。

　生徒３人からの謝辞では、「先生方や地域の皆さん、友人、

家族の支えがあり、この日を迎えることができました」「１５年

間見捨てずに育ててくれ、ここに連れて来てくれたお父さん、

お母さん、ありがとう」と感謝の気持ちを伝え、学園で過ごし

た溢れんばかりの思い出を胸に、笑顔で巣立っていきました。

２月１８日　上土居第一の安部貞子さんが１００歳

の誕生日を迎え、大石弘秋町長から長寿祝いが贈ら

れました。

　娘の鈴木裕子さんが「米寿のお祝いから変わらず

元気です」と話すように、天気の良い日には庭に出

て草引きをするのが日課だそうです。当日は義妹の

小嶋政子さんと娘の佳代さんもお祝いにかけつけ、

壁に飾られたかわいい孫やひ孫の写真を眺めながら、

思い出話に花を咲かせていました。

　大石町長から「これからも元気で長生きしてくだ

さい」と声をかけられると、「嬉しくて涙が出ま

す」と、皆から祝福されて迎えた誕生日に心の底か

ら喜びを感じている貞子さんでした。

　記念碑に書かれた「吾川の和」

の文字は、卒業生の谷内歩美さん

が、「吾川中学校記念碑」の文字

は歩美さんの母、谷内智佐さんが

書かれました。

３月２３日　３月１５日に最後の卒業生

が巣立ったばかりの仁淀川町立吾川中学

校で閉校式典が行われ、卒業生や地域住

民約３００人が出席し、思い出が詰まっ

た学びやに別れを告げました。

　吾川中学校は、昭和５１年に吾川村立

大崎中学校と組合立仁淀中学校（吾川村

内の生徒）が統合し、開校しました。当

時の生徒数は２２６人。「継続は力な

り」を校訓に、これまでに１，５１９人

を送り出しました。

　式典では、閉校記念事業実行委員会の藤野格昭

実行委員長が「本校の校訓のように長く学校を継

続することはできなくなりましたが、多くの栄光

に輝いたソフトボール部の全国優勝など数々の受

賞は、吾川中学校の誇りであり、財産であり、卒

業生の一人一人の心の中に刻んでいくことだと思

います」とあいさつ。また最後の在校生を代表し

て掛水満帆さんが「新たな仲間とともに吾川中学

校の校訓を胸に、新たな歴史と伝統を築いていき

ます。地域の皆さま、保護者の皆さま、今までい

ろいろなことにご協力いただき、ありがとうござ

いました」と感謝の思いを伝えました。

　終わりには、最後の在校生となった子どもたち

による記念合唱が披露され、出席者それぞれが学

校の歴史に思いをはせていました。

　式典終了後、体育館横では閉校記念碑の除幕式

も行われ、当時を懐かしみながら、旧友や恩師ら

と思い出話に花を咲かせていました。

吾
川
中
学
校
校
長
が
大
野
教
育
長
に

校
旗
を
返
納
し
ま
し
た

今
年
も
立
派
な
し
め
縄
が

飾
ら
れ
ま
し
た

３
月
９
日

　桜
地
区
で
地
域
住
民
ら
二
十
人
が
参

加
し
、
集
落
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
ひ
ょ
う
た
ん

桜
」
に
飾
る
、
し
め
縄
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
日
準
備
さ
れ
た
わ
ら
は
約
五
十
㌔
。
ま
ず
、

長
さ
太
さ
な
ど
を
手
作
業
で
選
別
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
選
別
作
業
を
地
区
で
は
「
す
ご
く
」
と
い
い
、

す
ご
い
た
わ
ら
を
使
い
、
一
時
間
か
け
て
約
九
㍍

の
縄
三
本
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
そ
れ
を
皆
で
寄

り
合
わ
せ
て
一
本
の
し
め
縄
を
完
成
さ
せ
、
今
年

も
「
ひ
ょ
う
た
ん
桜
」
に
想
い
の
込
も
っ
た
し
め

縄
が
掛
け
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

　区
長
の
金
尾
一
男
さ
ん
は
、
「
桜
地
区
も
み
ん

な
年
を
と
っ
た
が
、
今
ま
で
一
度
も
か
か
し
た
こ

と
は
な
い
。
今
日
は
み
ん
な
呼
吸
も
お
う
て
今
ま

で
で
一
番
の
出
来
じ
ゃ
っ
た
。
で
き
る
か
ぎ
り
み

ん
な
で
続
け
た
い
」
と
受
け
継
が
れ
る
地
区
行
事

の
大
切
さ
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

上
土
居
第
一の
安
部
貞
子
さ
ん 後列左から大石町長、鈴木裕子さん、小嶋佳代さん

前列左から安部貞子さん、小嶋政子さん

み
ん
な
で
わ
ら
を
選
別
し
ま
す

卒
園
を
祝
福
さ
れ
る

生
徒
た
ち

こ
れ
ま
で
の
21
年
間
を

ス
ラ
イ
ド
で
振
り
返
り
ま
し
た

思い出かみ締め
　　最後の校歌斉唱

思
い
出
の
学
び
や

　心
の
中
に

最
後
の
在
校
生
に
よ
る
記
念
合
唱

閉
校
記
念
碑
の
除
幕
式
の
様
子

吾川の和
　吾川中学校記念碑



車検のことならおまかせを！
　一度は電話ください。待ってます！

吾川自動車吾川自動車吾川自動車
電話 ３５-０７７８

営業時間　８：００～１８：００
定 休 日　日曜・祝祭日 第２・４土曜日
仁淀川町向口　代表者 宮崎　照夫

四運証　第80-1115号　トヨタ検定一級技能整備士(保有)
自動車検査員(有資格者)　自動車整備業賠償共済保険加入事業場

あなたのまちの車やさんあなたのまちの車やさん
広 告

《13》 広報によど川 4月号 広報によど川 4月号 《12》

　ヒマワリといえば夏。で

も、２月に大崎小学校の職

員室で花を咲かせたのは、

紛れもなく正真正銘のヒマ

ワリでした。

  　１１月末、校内の花壇で

花の植え替えの際に、「好奇心からヒマワリの苗

を１つだけ鉢に」と話してくれたのは用務員の中

山篤美さん。「職員室は朝、氷点下になることも。

寒い日にはゴミ袋をかぶせて寒さを凌いだり、暖

かい日にはこまめに外に出して陽に当てたり、み

んなで大切に育てました」と、わが子のように愛

情を注がれたヒマワリは、元気に優しい色合いの

花を咲かせました。ひとつの好奇心から生まれた

明るい話題に、皆自然と笑みがこぼれていました。

２月２４日　吾川中学校グラウンドを主会場に今年で最後となる「第２０回桜花杯ソフトボール大

会」が開催され、吾川・池川中合同チーム、仁淀中と町外から招待した強豪４チーム（大正・北ノ川

中合同、尾川・黒岩中合同、須崎南・昭和中合同、蕨岡中）が出場しました。

　予選リーグ戦の結果、決勝には仁淀中と大正・北ノ川合同チームが勝ち上がり、打撃、守備ともに

力を見せた大正・北ノ川合同チームに１－５で敗れ、惜しくも準優勝となりました。

　また、３位決定戦は吾川・池川中合同チームと今回初出場の蕨岡中で行われ、１０－３で吾川・池

川中合同チームが勝利しました。

喜
び
い
っ
ぱ
い
の
吾
川
・
池
川
中
合
同
チ
ー
ム

カ
ゥ
イ

　バ
ゥ
イ

　ポ

チ
ヂ
ミ
を
作
っ
て
い
る
様
子

中
山
篤
美
さ
ん

３
月
９
日
・
10
日

　愛
媛
県

で
行
わ
れ
た
第
二
十
三
回
男

子
四
国
中
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
（
愛
媛
県
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
協
会
主
催
）

に
吾
川
・
池
川
中
合
同

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
見

事
優
勝
旗
を
持
ち
帰
り

ま
し
た
。

　こ
の
優
勝
に
北
原
主

将
は
、「
吾
川
中
学
校
の

名
前
を
背
負
っ
て
プ
レ

ー
す
る
の
は
こ
の
四
国

強
化
大
会
で
最
後
に
な

る
の
で
、
な
ん
と
し
て

も
優
勝
旗
を
持
ち
帰
り
、

有
終
の
美
を
飾
り
た
い

と
い
う
思
い
で
チ
ー
ム

が
一
丸
と
な
り
が
ん
ば

り
ま
し
た
。
応
援
を
し

て
く
だ
さ
る
地
域
の
皆

さ
ま
や
歴
代
の
先
輩
方

の
思
い
を
胸
に
戦
い
ま

し
た
。
吾
川
中
学
校
出

身
と
い
う
誇
り
を
胸
に

来
年
度
は
新
生
池
川
中

学
校
で
、
精
い
っ
ぱ
い

頑
張
り
ま
す
の
で
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
チ
ー
ム
の
大
会
に
か
け
た

思
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

四
国
中
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
強
化
大
会

吾
川
・
池
川
中
合
同
チ
ー
ム 

  
紫
紺
の
優
勝
旗

吾川中学校の名前を背負って戦う最後の大会で『有終の美』飾る

２月に咲いた大崎小学校のヒマワリ

第２０回桜花杯ソフトボール大会 仁淀中準優勝

試
合
結
果

一
回
戦 

４
―
３ 

Ａ
Ｌ
Ｌ
高
松
（
香
川
県
）

準
決
勝 

23
―
２ 

上

　八

　万
（
徳
島
県
）

決
勝
戦 

８
―
０ 

窪

　
　
　川
（
高
知
県
）

教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜

　２月２７日（水）と２８日（木）に、 町内の４つの小学校で､越知町・国際交流員の金智恵さんによる

出前授業を行いました。金さんはハンボックという韓国の伝統的な衣装で来てくれ、子どもたちの目も

輝いていました。

　６年生は韓国の文化や暮らしについてのお話を聞いたり、韓国

語体験をしました。韓国では、金という姓が多く、１０人のうち

６人が金さんであるということや、誕生日にはわかめスープを食

べることなど、クイズ形式で楽しく教えてくれました。

　また、すりおろしたジャガイモ、エビ、にんじん、ニラの入っ

たチヂミや、トッコチ（串に刺した餅に、コチュジャンやケチャ

ップなどを混ぜ合わせたものをつけて焼いたもの）という韓国料

理を作って試食した学校もありました。

　１年生は韓国語で「カゥイ　バゥイ　ポ」という　ジャンケン

ゲームや歌と踊りを習って、とても盛り上がりました。質問コー

ナーでは、韓国の学校のことを聞いたり、金さんの子どものころ

の夢は何だったのか聞いたり、反対にみんなの夢を教えてあげた

りなど、とても和やな雰囲気で会話ができました。

　子どもたちは、韓国の方から直接話を聞くことで、韓国という

国をより身近に感じることができ、理解を深める機会になったの

ではないかと思います。

子どもの読書活動支援員便り
☆４月２３日は子ども読書の日です
・４月２３日から５月１２日まで子どもの読書

週間です

・今年の標語は「たくさん読んで大きくなあれ」

です

　中央公民館２階図書室は、子どもの本や、子

育て支援図書を置いています

☆読書活動支援員より任期終了の挨拶
  三本　恵子さん（県）

・読書支援員として、小学校・中学校で図書の

支援をさせていただきました。

　最初は不安でいっぱいでしたが、教育委員会

の方々に、たくさんのことを教えていただきな

がら、いつも元気いっぱいの生徒の皆さんや、

優しく接してくださった先生方のおかげで、と

ても楽しく充実した日々を過ごすことができま

した。本当にあっという間の１年間でした。短

い間でしたが、お世話になりました。ありがと

うございました。

　古味　絢香さん（県）

・何も分からない状態から、読書支援員になっ

てあっという間の１年でした。さらに引っ越し

て来て９カ月、車の運転も市内ではすることが

なく、まずは学校の場所を覚えながらこわごわ

運転する時点からのスタートでした。壁面飾り

の作成や読み聞かせ、中学校の統合に伴う本の

移動作業など、色々な経験ができ、大変なこと

もありましたが、とても楽しかったです。皆さ

ん、本当にありがとうございました。　　　

　片岡　由記さん（町）

・読書支援員としてお世話になってから３年間、

もっといろんな支援ができたのではないか、町内

の図書室について、もっと周知させることができ

たのではないかなど反省すべき点の多い３年とな

ってしまいました。が、利用してくださる方々が

いて、支え、助けてくださる方々がいたので、３

年間続けてこられたと思います。本当にお世話に

なりました。ありがとうございました。

☆読書活動支援員便りは今回で終了になります
　平成２５年度より読書支援員はいなくなるため、終了します。これまでの活動にご協力くださった皆

さま、ありがとうございました。５月号より、新しいタイトルで図書室の情報を発信していく予定です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　仁淀川町教育委員会　☎３５－００１９

きむ  ち    え



広 告

広報によど川 4月号 《14》《15》 広報によど川 4月号

こんにちは！
保健師です
こんにちは！
保健師です

高
齢
期
こ
そ
、か
ら
だ
を

動
か
し
ま
し
ょ
う
！

　仁
淀
川
町
の
高
齢
化
率
は
、

昨
年
末
で
五
〇
％
を
超
え
、
二

人
に
一
人
が
高
齢
者
と
い
う
現

状
で
す
。
町
内
の
高
齢
者
の
介

護
が
必
要
と
な
っ
た
原
因

の
第
一
位
は
、
「
骨
折
や

骨
・
関
節
な
ど
の
整
形
疾

患
」
と
な
っ
て
い
ま
す

（
平
成
二
十
一
年
度
デ
ー

タ
）
。

　高
齢
に
な
り
身
体
を
動

か
さ
ず
に
い
る
と
、
膝
や

腰
に
限
ら
ず
、
骨
・
関

節
・
筋
肉
な
ど
の
運
動
器

は
ど
ん
ど
ん
衰
え
て
し
ま

い
ま
す
。
関
節
を
覆
っ
て

い
る
の
が
筋
肉
。
筋
力
が

低
下
す
る
と
、
関
節
へ
の
負
担

が
増
し
、
痛
み
が
出
た
り
、
動

き
が
悪
く
な
っ
た
り
し
て
、
日

常
生
活
に
支
障
が
出
て
き
ま

す
。
ま
た
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
で
転
倒
し
、
骨
折
な
ど
か
ら

寝
た
き
り
に
な
る
人
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

 

最
近
の
研
究
で
は
、
た
と
え

九
十
歳
を
過
ぎ
て
も
活
発
に
身

体
を
動
か
せ
ば
、
運
動
器
の
機

能
は
向
上
す
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
「
年
を
と
っ
た
か

ら
身
体
が
弱
る
の
は
仕
方
が
な

い
…
」
と
、
あ
き
ら
め
る
の
で

は
な
く
、
気
持
ち
を
切
り
替

え
、
身
体
を
積
極
的
に
動
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
毎
日
の
生
活

の
中
で
、
「
運
動
（
身
体
を
動

か
す
こ
と
）
」
を
意
識
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　厚
生
労
働
省
は
、
高
齢
期
の

健
康
を
守
る
た
め
に
は
、
一
日

あ
た
り
男
性
は
七
千
歩
、
女
性

は
六
千
歩
の
歩
行
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。

　ま
ず
は
今
よ
り
千
歩
多
く
歩

く
こ
と
を
目
標
に
、
少
し
ず
つ

歩
く
機
会
を
増
や
し
ま
し
ょ

う
。
一
度
に
長
く
歩
け
な
け
れ

ば
、
十
分
間
歩
く
時
間
を
一
日

三
回
つ
く
れ
ば
、
三
十
分
間
の

歩
行
に
な
り
ま
す
。

　他
に
も
、
姿
勢
を
正
し
、
背

筋
を
伸
ば
す
こ
と
を
心
が
け
、

歯
磨
き
や
調
理
を
し
な
が
ら
つ

ま
先
立
ち
を
し
た
り
、
足
の
指

を
動
か
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
い

す
か
ら
の
立
ち
上
が
り
や
座
り

を
で
き
る
だ
け
ゆ
っ
く
り
行
う

と
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な

り
ま
す
。

　身
体
を
動
か
せ
ば
、
筋
力
の

衰
え
も
防
げ
、
食
欲
も
わ
き
、

気
持
ち
も
明
る
く
な
り
ま
す
。

夜
眠
り
や
す
く
な
り
、
お
通
じ

も
良
く
な
る
な
ど
、
い
い
こ
と

が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
き
ま
す
。

　介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら

な
い
た
め
に
、
元
気
な
う
ち
か

ら
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
い
つ
か
ら
始
め
て

も
遅
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

～今日から始める介護予防～専門家の話にうなずき多く　～高齢者「こころの健康」講演会～

『やりゆうぞね！！介護予防！！』

日常生活でこんなことはありませんか？　～筋力チェック～
思い当たる項目があった人は、運動器が弱っていることが心配されます。

□やや重い家事（掃除機の使用、布団の上げ下げなど）が負担に感じる。

□買い物（２㎏程度）を持ち帰るのが苦しい。

□手すりにつかまらないと階段が上がれない。

□家の中でよくつまずいたり、すべったりする。

□片足立ちで靴下がはけない。

□１５分位続けて歩けない。

　町内には、自主的に体操を続けている地区が、１１地区ありますが、そのうち、一度中

断していた体操を、昨年１２月に再開した地区が２地区ありますので紹介します。

３月２日　仁淀川町中央公民館で、高齢者「こころの健

康」講演会が行われました。はじめに、町保健師より、要

介護認定者や認知症、自殺の現状など、仁淀川町の高齢者

をとりまく状況について報告がありました。

　続いて、「こころの健康～変調に気づき、つながり、見

守り、見守られる関係づくり」と題して、須崎市一陽病院

院長　諸隈陽子先生の講演がありました。諸隈先生は、精

神科医師として、毎日診療にあたられており、患者さんと

の体験も交えて、うつ病の早期発見や傾聴のポイント、認

知症の兆候などについて、丁寧にお話ししてくださいました。

　民生委員さんや認知症サポーターさんをはじめ、８０人を超える住民の方が参加し、「うなずく内容

が多く勉強になりました」など多くの感想が寄せられました。

　地
区
の
方
四
人
が
「
明
神
ラ
ン
ド
」

に
入
所
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
週
に

一
回
、
明
神
ラ
ン
ド
で
体
操
を
し
て
い

ま
す
。
体
操
後
は
、
「
身
体
が
伸
び
て

楽
に
な
っ
た
」
と
皆
さ
ん
笑
顔
。

上名野川地区

　「
月
見
荘
」
で
、
週
一
回
お
世
話
役

の
黒
川
照
明
さ
ん
が
行
う
体
操
に
合
わ

せ
て
行
い
ま
す
。
体
操
終
了
後
は
、
も

う
一
つ
の
お
楽
し
み
の
茶
話
会
も
あ
り
、

近
況
や
体
調
を
話
し
て
笑
い
合
い
ま
す
。

狩山地区

熱
心
に
聞
き
入
る
参
加
者

平
成
25
年
４
月
か
ら
難
病
等
の
方
々
が

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
対
象
と
な
り
ま
す

　平
成
二
十
五
年
四
月
に
施
行
さ
れ
る
障
害
者
総
合

支
援
法
で
は
、
障
害
者
の
範
囲
に
難
病
等
の
方
々
が

加
わ
り
ま
す
。

　対
象
と
な
る
方
々
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
要
と
認
め
ら
れ
た
障
害

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
※
の
受
給
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

※
障
害
児
・
者
に
つ
い
て
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

相
談
支
援
、
補
装
具
お
よ
び
地
域
生
活
支
援
事
業

障
害
児
に
つ
い
て
は
、
障
害
児
通
所
支
援
お
よ
び
障

害
児
入
所
支
援

対
象
者

  

対
象
疾
患
に
よ
る
障
害
が
あ
る
方
々

手
続
き

　対
象
疾
患
に
罹
患
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
証
明

書
（
診
断
書
ま
た
は
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
等
）

を
特
参
の
上
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
の
担
当
窓
口
に

支
給
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　そ
の
後
、
障
害
程
度
区
分
の
認
定
や
支
給
認
定
等

の
手
続
き
を
経
て
、
必
要
と
認
め
ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

詳
し
い
手
続
き
方
法
お
よ
び
対
象
疾
患
な
ど
に
つ
い

て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　仁
淀
川
町
役
場
保
健
福
祉
課   

☎
３
５
・
０
８
８
８

　仁
淀
総
合
支
所
健
康
福
祉
課   

☎
３
２
・
１
１
３
２

　池
川
総
合
支
所
健
康
福
祉
課   

☎
３
４
・
２
１
１
２

いちよう

もろくま
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テ
レ
ビ
で
仁
淀
川
町
が
取
り

上
げ
ら
れ
る
機
会
が
増
え
、
全

国
各
地
か
ら
仁
淀
川
町
へ
の
移

住
問
い
合
わ
せ
が
増
え
始
め
ま

し
た
。

　使
わ
れ
て
い
な
い
家
を
お
持

ち
で
、
そ
の
家
を
お
貸
し
し
て

も
よ
い
方
は
役
場
企
画
課
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　現
地
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
「
空
き
家
情
報
」
と
し
て

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
移
住
の

問
い
合
わ
せ
の
際
に
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　な
お
、
家
屋
の
状
況
（
大
規

模
な
改
修
が
必
要
に
な
る
場
合

な
ど
）
に
よ
り
、
ご
希
望
に
沿

え
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ 

　仁
淀
川
町
役
場
企
画
課

　

　☎
３
５
・
１
０
８
２

 

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か

ら
仁
淀
川
町
立
中
央
公
民
館
は

土
足
で
の
使
用
と
な
り
ま
し

た
。
（
※
四
階
和
室
を
除
く
）

　来
館
時
に
そ
の
ま
ま
靴
に
て

ご
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
利
便

性
が
上
が
る
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　今
後
と
も
中
央
公
民
館
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　仁
淀
川
町
教
育
委
員
会

　☎
３
５
・
０
０
１
９

　平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

（
月
）
か
ら
、
学
校
再
編
や

「
黒
岩
観
光
バ
ス
」
の
時
刻
表

改
正
に
伴
い
、
「
町
民
バ
ス
」

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
」
の
時

刻
表
を
改
正
し
ま
し
た
。

　改
正
時
刻
表
は
、
バ
ス
車
内

お
よ
び
役
場
窓
口
で
配
布
し
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

■
町
民
バ
ス

　㈱
仁
淀
川
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　サ
ー
ビ
ス

　☎
３
５
・
１
１
５
０

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　社
会
福
祉
協
議
会

　☎
３
５
・
０
２
０
７

■
黒
岩
観
光
バ
ス

　有
限
会
社 

黒
岩
観
光

　☎
２
２
・
９
２
２
５

お知らせ
コーナー

・・・INFORMATION・・・子育て世代に朗報！ 「子育て世代の援助制度」が拡充されます
　現行の支援制度に加え、２５年度からは新たな手当を創設し子育て世代の援助制度をさらに拡充し

ていきます。

空
き
家
を

探
し
て
い
ま
す

中
央
公
民
館
が
土
足
で

の
使
用
に
変
わ
り
ま
す

バ
ス
の
時
刻
表

一
部
改
正
の
お
知
ら
せ

広 告

仁
淀
川
町
立
中
央
公
民
館

●出産応援手当

　第１子または第２子　　５万円 

　第３子以降１人につき１０万円（従来どおり）

問い合わせ

　仁淀川町役場保健福祉課　☎３５－０８８８

　池川総合支所健康福祉課　☎３４ー２１１２

　仁淀総合支所健康福祉課　☎３２－１１３２

●小学校入学応援手当　３万円 

●中学校入学応援手当　５万円 

　（４月以降に該当者に通知） 

●高等学校通学応援手当　年額１８万円 

　（１２月以降に該当者に通知） 

問い合わせ　

　仁淀川町教育委員会　☎３５－００１９

長寿祝金等の支給について
　仁淀川町では長寿を祝福し、町民の敬老意識の高揚を図り、高齢者の福祉の増進に寄与することを

目的として祝金等を支給しています。

※該当者は町の公簿等により確認しますので、申請の

　必要はありません

※当該世帯に町税、使用料または手数料等、町に納付

　すべき債務に滞納がある場合は支給できません

問い合わせ

仁淀川町役場保健福祉課　☎３５－０８８８

池川総合支所健康福祉課　☎３４ー２１１２

仁淀総合支所健康福祉課　☎３２－１１３２

８０
歳
以
上
の
対
象
者
の
方
に

地
域
タ
ク
シ
ー
券
を
交
付
し
ま
す

　平
成
二
十
五
年
四
月
か
ら
使
用
で
き
る
、
地
域
タ
ク
シ
ー
券
の

交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記
を
確
認
の
う
え
、
お
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

対 

象 

者

　

　仁
淀
川
町
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
居
住
す
る
八
十
歳
以
上
で
次

の
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
方

　①
仁
淀
川
町
福
祉
タ
ク
シ
ー
・
自
動
車
燃
料
費
助
成
事
業
の
対

　
　象
者

　②
病
院
や
施
設
等
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
方

　③
同
一
世
帯
に
、
町
税
等
、
町
に
納
付
す
べ
き
債
務
に
滞
納
が

　
　あ
る
方

利
用
方
法

　

　対
象
者
本
人
が
、
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
お
支
払
い
の
際
に
券

を
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

利
用
期
間

　

　交
付
の
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

そ 

の 

他 

　〇
申
請
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
　さ
い
。

　○
交
付
は
年
間
１
冊
限
り
で
す
。
（
５
３
０
円
12
枚
綴
り
）

　
　た
だ
し
、
交
付
月
に
よ
り
枚
数
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　○
紛
失
の
場
合
、
再
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

　○
本
人
の
み
が
使
用
で
き
、
他
人
へ
の
譲
渡
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　

　仁
淀
川
町
役
場
保
健
福
祉
課

　☎
３
５
・
０
８
８
８

　仁
淀
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　☎
３
２
・
１
１
３
２

　池
川
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　☎
３
４
・
２
１
１
２
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みんなが主役！　スタイルプロジェクトＢＢ
　清流仁淀川。全国的に注目を浴びつつある仁淀川を訪れてくだ

さる方々に、より満足してもらうために、仁淀川地域観光協議会

が主体となり、流域をあげて清掃活動をしていきます。第一弾は

上流域、仁淀川町の安居渓谷からスタートしました。

　安居渓谷宝来荘から眺望する安居川を挟んだ斜面は、伐採後、

林地残材（タンコロ）が転がったままで、美しくありませんでし

た。そこで、ボランティアのみなさん25人あまりの手によって、

林地残材集めをしました。集めた残材は、「Ｂスタイル」にとって、とても重要な木質バイオマス資源

です。そこで、土佐の森・救援隊がもっとも得意とするプチ「薪祭り」が、同時に開催されました。

　この時期、職場の歓送迎会や花見など、お酒を

飲む機会が多くなります。新社会人として初め

てお酒を飲む、などといった方もおり、１年で一

番急性アルコール中毒が多いと言われています。

　症状は判断能力の低下、言語不明瞭、運動失調

などで、重症の場合そのまま昏睡状態に陥り、手

当が遅れると死亡することもあり大変危険です。

　お酒に強い弱いに関係なく起こるので、普段

からお酒の飲み方には注意しましょう。

《応急処置の流れ》
①ネクタイやシャツのボタンをはずすなどして衣

　類をゆるめ、毛布などで保温する。

②嘔吐に備え、顔を横向きにして寝かせる。

③少し落ち着いてきたら水やお茶などを飲ませる。

④叩いたりつねったりしても反応しない時や、呼

　吸困難に陥っている場合は至急、救急車を呼ぶ。

　短時間での多量の飲酒は危険です。一気飲みや

お酒の強要はやめましょう。

問い合わせ・病院紹介 

　高吾北消防署　☎２６－２１１１

　仁淀川分署　　☎３５－００１７

問い合わせ 「Ｂスタイル」プロジェクト　大崎事務所（中山）☎３５－０５６７

　　　info@2410style.jp　または　☎０９０－８６９６－７７０７（井上）

地域おこし協力隊がゆく ～今月は鈴木洋輔隊員～

＜高吾北消防署＞急性アルコール中毒に注意!!

庭先集荷への参加者を募集しています

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
二
回
目
の
春
を
迎
え
ま
し
た
。

　昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
日
曜
市
出
店
も
三
月
末
で
一
周

年
と
な
り
ま
し
た
。

　ス
タ
ー
ト
か
ら
一
年
が
経
ち
、
多
く
の
生
産
団
体
の
皆
さ

ま
に
日
曜
市
で
自
慢
の
特
産
品
を
販
売
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　仁
淀
川
町
の
出
店
す
る
六
丁
目
は
七
割
が
県
外
客
。
東
京

や
大
阪
な
ど
大
都
市
圏
か
ら
高
知
へ
観
光
に
訪
れ
た
お
客
さ

ま
が
主
な
利
用
者
と
な
り
ま
す
。

　一
年
前
の
初
出
店
時
は
、
「
仁
淀
川
町
の
特
産
品
が
他
地

域
の
方
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
か
？
」
と
い
う
疑
問
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
不
安
は
杞
憂
で
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
は
ス
タ
ー
ト
か
ら
今
ま
で
、
県
外
の
お
客

さ
ま
か
ら
仁
淀
川
町
の
産
品
に
高
い
評
価
を
い
た
だ
く
こ
と

が
多
い
か
ら
で
す
。

「
い
り
も
ち
お
い
し
か
っ
た
よ
」
「
高
知
県
の
お
茶
を
初
め

て
飲
ん
だ
け
ど
こ
ん
な
に
う
ま
い
と
は
」
「
以
前
友
達
か
ら

こ
ん
に
ゃ
く
を
土
産
で
も
ら
っ
て
お
い
し
か
っ
た
」
な
ど
の

声
を
聞
く
と
、
と
て
も
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　そ
し
て
、
な
に
よ
り
仁
淀
川

町
の
特
産
品
が
全
国
に
認
め
ら

れ
て
い
る
と
実
感
で
き
ま
し
た
。

参
加
団
体
の
皆
さ
ま
も
、
出
店

回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
実
感
し

て
い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

　私
の
理
想
は
、
日
曜
市
で
仁

淀
川
町
に
触
れ
、
終
わ
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
く
、
日
曜
市
か

ら
仁
淀
川
町
へ
の
関
わ
り
を
始

め
ら
れ
る
、
そ
ん
な
場
所
に
し

て
い
く
こ
と
な
の
で
す
。

多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
日
曜
市

す ず  き  よ う す け

県
外
で
も
輝
く
仁
淀
川
町
ブ
ラ
ン
ド

○仁淀川流域クリーンプロジェクトin安居渓谷

　地形が急峻で、雨の多い仁淀川町は、高知県においてもっとも小水力発電のポテンシャルが高いと言

われています。大きな本流をせき止めなくても急峻な地形を活かして、効率よく発電することができる

のです。「Bスタイル」でも、より実地的にその可能性を検討してきましたが、有望な地点を、数カ所

選定することができました。

　現在、高知小水力利用推進協議会とともに、こうした地点で

の、実装事業に取り組んでいます。数回にわたる現地説明会を経

て、地元のみなさんとお話をすすめていくうちに、徐々に、事業

が具現化してきています。

　2月の小水力サミット（岐阜県）には、850人もの人たちが集ま

りました。小水力発電は、全国ブームとなりそうです。

○小水力発電の実現に向けて取り組んでいます

「
薪
祭
り
」
の
様
子

急
峻
な
地
形
の
河
川

　仁淀川町では２年程前から県補助制度を活用し、町内で生産された農作物

をご家庭の庭先で集荷する取り組みを行っております。

　これはご家庭で作った農産物が少しでもお金に代わることにより生産意

欲の向上につなげ、併せて耕作放棄地の解消を目的に、町内２団体と仁淀川

町が連携して行っています。現在利用者は８６人。少量でも構いません。

　詳しくは下記までお気軽にご連絡ください。

　問い合わせ

　　株式会社フードプラン　　　　　　　　　　☎２０－２４４２

　　仁淀川町天界集落うまいもんクラブ事務局　☎３４－６８８１

広 告
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芸

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
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藪
柑
子
句
会

荒
木

　青
踏

立
春
や
米
寿
と
呼
ば
る
誕
生
日

井
上

　美
智

猟
銃
の
二
発
だ
け
し
て
峡
静
か

上
岡

　利
寿

不
器
用
に
生
き
る
母
と
子
野
水
仙

片
岡
代
美
子

早
春
や
大
正
ロ
マ
ン
の
華
宵
の
絵

高
橋

　幸
恵

菜
の
花
や
猪
の
こ
わ
せ
し
石
垣
に

高
橋

　房
子

愚
か
さ
も
本
気
で
生
き
し
寒
の
梅

岡
林

　鶴
子

静
け
さ
や
鳥
の
羽
根
浮
く

冬
の
ダ
ム

小
崎

　千
恵

風
花
の
肩
に
ひ
と
ひ
ら
野
辺
送
り

結
城

　華
子

病
廊
に
見
し
金
鈴
子
い
づ
こ
よ
り

尾
崎
マ
チ
エ

水
甕
に
白
梅
活
け
て
小
商
い

掛
水

　妙
子

蕗
の
と
う
パ
ッ
ク
に
小
さ
く

売
ら
れ
お
り

藤
原
多
津
子

春
寒
や
母
の
名
残
り
の
服
を
着
る

隅
田

　邦
子

風
花
を
ま
と
も
に
あ
び
る

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
　

片
岡
と
く
ぞ
う

水
仙
や
狭
庭
の
隅
に
母
偲
ぶ

鎌
倉
い
ち
い
ち

大
寒
や
鳶
舞
ふ
空
に
し
ば
し
佇
つ

　
　
　

仁
淀
俳
壇

吉
田
豊
之
祐

戒
し
め
は
安
全
第
一
春
の
釣
り

古
味

　幸
子

着
飾
っ
て
町
人
に
な
る
春
日
仐

植
田

　秋
恵

甲
高
き
久
し
き
子
等
の
宮
の
春

田
村

　大
陸

妻
少
し
太
り
座
す
卓
種
袋

市
川

　千
秋

ジ
ー
ン
ズ
が
一
と
日
で
乾
く

梅
日
和

 

堀
部

　貞
子

水
田
に
ゆ
っ
く
り
春
の
空
動
き

川
上

　純
子

葉
こ
ぼ
れ
の
陽
に
も
漂
う
春
の
色

松
岡

　豊
子

あ
た
た
か
と
云
う
そ
れ
だ
け
で

倖
せ
に

田
村

　千
草

燕
も
う
来
る
頃
峡
の
空
の
色

投
稿

俳
句

鎌
倉

　信
夫

柿
枝
に
蜜
柑
輪
切
に
小
鳥
舞

井
上

　一
明

山
畑
の
荒
れ
て
野
梅
の
香
り
か
な

井
上
カ
メ
コ

菜
の
花
も
咲
い
て
岸
辺
に

水
ぬ
る
む

　
　
　

掛
水

　春
子

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
こ
わ
し
て
出
て
来
た

蕗
の
と
う

仁淀川町行事カレンダー（4月・5月）……… ………

か
し
ょ
う

広 告

小雨決行

平成25年4月2日より集落活動センター「だんだんの里」

農家レストランがオープンしました。

営 業 日：毎週火・木・土・日 

営業時間：午前９時から午後３時まで 

メニュー：モーニング（和・洋）

　　　　　ランチ（カレー・うどんセット・

　　　　　親子丼など）

問い合わせ：「だんだんの里」

　　　　　　農家レストラン

　　　　　　☎０９０－４５００－９８２３

昨年１２月のプレオープンから４カ月！　いよいよ地元産の料理を本格提供！

「だんだんの里」農家レストランオープン！
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　たて・よこのカギをヒントにマス目を埋めてくだ

さい。　に入る文字をアルファベット順に並べかえ

ると答えが出てきます。何でしょう？

応募方法　はがきまたは封書で応募してください。

　　　　　〒７８１－１５９２ 仁淀川町役場「広報パズル係」

賞　　品　「沢渡の茶大福」６個入りセットを正解者

の中から抽選で３名様に。（当選者の発表

は次号広報）

町の人口・世帯数
平成25年3月1日現在

  人　口6,441人　（－23）

  　男　3,024人　　　　　 

  　女　3,417人　　　　　 

  世帯数3,306世帯（－12）

2月中の届出

転入  5人　  転出19人

出生  1人　  死亡10人

（　）内は前月比

広報によど川

本紙は再生紙を使用しています。

平成25年4月1日発行（No.93）
編集　仁淀川町広報編集委員会

発行　仁淀川町

〒781-1592

高知県吾川郡仁淀川町大崎124

☎0889-35-0111

http://www.town.niyodogawa.lg.jp/

印刷　株式会社高知新聞総合印刷

　例年より早く満開を迎えた

市川家のしだれ桜。薄桃色の

花をいっぱいにつけた枝が、

春風に揺れていました。

（3月25日撮影）

第93回 クロスワード パズルクロスワード パズルクロスワード パズル ●締め切り
　4/19（金）必着表

紙
の
写
真

ソ
ツ
ギ
ョ
ウ

☆
た
て
の
カ
ギ

1

　生
き
て
い
る
も
の
。
動
物

2

　布
を
た
ち
、
衣
服
に
縫
い
あ
げ
る
こ
と

3

　ま
だ
誰
も
到
達
し
て
い
な
い
こ
と

4

　さ
ま
た
げ
と
な
る
も
の

5

　自
動
車
な
ど
を
と
め
て
お
く
こ
と

10

　家
の
そ
と
。
屋
外

11

　磁
石
の
針
が
南
北
を
指
す
こ
と
を
利

用
し
て
、
船
舶
や
航
空
機
の
方
位
・

進
路
を
測
る
器
械
。
「
羅
針
盤
」
に

同
じ

13

　歌
の
こ
と
ば
。
歌
謡
曲
・
歌
劇
の
文

句

14

　採
光
・
通
風
の
た
め
に
、
壁
な
ど
に

あ
け
て
い
る
穴

☆
よ
こ
の
カ
ギ

1

　す
も
う
で
、
相
手
を
土
俵
ぎ
わ
ま
で

攻
め
て
い
き
な
が
ら
、
勢
い
あ
ま
っ

て
相
手
よ
り
先
に
足
を
出
す
こ
と

6

　ま
ゆ
か
ら
取
り
出
し
た
ま
ま
の
絹
糸

7

　夜
、
お
り
る
つ
ゆ

8

　ま
ね
る
こ
と
。
に
せ
る
こ
と

9

　は
た
ら
き
。
で
き
る
。
き
き
め
。
能

楽

10

　秋
の
末
か
ら
冬
の
は
じ
め
に
か
け
て

吹
く
寒
い
風

12

　損
害
・
危
害
を
こ
う
む
っ
た
人

13

　稲
・
麦
・
草
な
ど
を
刈
り
取
る
金
属

性
の
刃
物

15

　世
に
知
ら
れ
て
い
な
い
う
わ
さ
。
逸

聞

16

　教
え
み
ち
び
く
こ
と

17

　若
い
枝
を
他
の
木
の
幹
に
つ
ぎ
あ
わ

せ
て
、
品
種
を
改
良
す
る
こ
と

（
出
題
・
藤
原
賢
一
さ
ん
）

ごめい福をお祈りいたします

・
応
募
者
数

　二
十
六
人

・
正
解
者
数

　二
十
六
人

・
当

選

者

　
　片
岡
憲
一
郎
（
寺
村
）

　
　
　
　
　
　
　谷
脇

　杜
和
（
奈
呂
）

　
　
　
　
　
　
　西
田

　祐
一
（
高
知
市
）

今月の賞品今月の賞品
クロスワードパズル コ

ラ
ボ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
２
高
知
大
会

　
審
査
員
特
別
賞
受
賞
の『
沢
渡
の
茶
大
福
』

　
　
　
　
６
個
入
り
セ
ッ
ト
を
３
名
様
に

　この茶大福は、「沢渡茶を食べてもらいたい」という強い想い

で商品開発し、今年１月に本格的に販売が始まりました。

　特徴はあんこの中に沢渡茶をそのまま入れた甘さ控えめの、つ

いつい、お茶が飲みたくなる話題の和菓子です。

　ほのかにお茶の風味が口に広がる白大福。

　表面に粉茶をまぶして、よりお茶の味を楽しんでいただける緑の大福。

　この２種類の大福が３個ずつ入った、６個入りセットには沢渡

茶のティーパック３袋付きです。

　「どうぞ一服　沢渡茶」をご賞味くださいませ。

※町内では「だんだんの里」、「中津渓谷ゆの森」で販売中です

　交通安全運動期間中は、地域のボランティアの方や交通安全推

進員の方らが街頭指導などを行ってくれます。皆さまもご協力を

よろしくお願いします。

　今
月
の
賞
品
は
、
食
べ
ら
れ
る
お
茶
と
し

て
人
気
の
大
福
『
沢
渡
の
茶
大
福
』
で
す
。

　し
っ
と
り
と
し
た
口
当
た
り
の
あ
と
に
広

が
る
、
お
茶
の
香
り
と
や
わ
ら
か
な
風
味
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

コ
ン
セ
プ
ト
は

　
　食
べ
ら
れ
る
お
茶

ご注文・お問い合わせ

　ビバ沢渡　岸本憲明　　http://viva-sawatari.com/ 

　☎０８８９－３２－１２３４　　０８８９－３２－２４３０

佐川警察署・交通安全協会佐川支部　☎２２－０１１０

交通安全協会からのお知らせ交通安全協会からのお知らせ交通安全協会からのお知らせ

春の全国交通安全運動実施
実施期間：４月５日（金）～４月14日（日）

運動の基本：子どもと高齢者の交通事故防止

【重点目標】

・自転車の安全利用の推進（特に、

　自転車安全利用五則の周知の徹底）

・すべての座席シートベルト着用と

　チャイルドシートの正しい着用の徹底

・飲酒運転の根絶



「お兄ちゃんと仲良く元気に育ってね」

しもかた　　あやめ

平成25年1月14日生
保護者/洋平・瑞恵

下方　絢恵ちゃん（東村上）

はじめまして ・  　 ・   　・

「お兄ちゃんと仲良く元気に育ってね」

37
年
の
歴
史
に
幕  

吾
川
中
学
校
閉
校
式
典

思
い
出
を
未
来
へ 

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
in
吾
川
じ
ゃ

母
校
の
思
い
出
胸
に 

巣
立
ち
の
春

37
年
の
歴
史
に
幕  

吾
川
中
学
校
閉
校
式
典

思
い
出
を
未
来
へ 

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
in
吾
川
じ
ゃ

母
校
の
思
い
出
胸
に 

巣
立
ち
の
春

平
成
25
年
度
予
算

平
成
25
年
度
予
算

広報によど川

2013

月号4

平成25年4月1日発行（No.93）


